僕 (理科大学 生) は、 さっき 玄関で チラ リと 娘の 姿 

を 見た ばかりで 一 途にカ ー ッと 全身の 血潮が 逆上して 

しまって (註、 ガ— ル . シャイ を 翻訳 すれば、 美しい 

女 を 見る と 無性に 気 恥 かしくな つて 口が 聞け なくなる 

病 —— とで も 云 ふべき であらう。) 慌て ゝ 自分の 部屋 

へ 逃げ込んで しまった。 

「お— い、 ニ郎、 来ない か？」 

兄貴が 呼んだ。 僕はゾ ー ッ とした。 —— 斯う 逆上す 

ると、 それが 何ん な 原因に 依る 感情で あるか (有頂天 

の 法悦に ひたり 酔って ゐた 箬だッ たが) —— などと い 

ふこと は 反って 忘れて しまって、 厭世観に 誘 はれて 来 



フロラ は 流暢な 自国の 言葉で、 洗練され た 愛嬌 を 振 

リ まきながら 腕 を 差し出した。 それだけ 解った ゾ けで、 

何ん な 言葉 を 云って ゐる のか 僕に は さっぱり 解ら なく 

なって しまったが、 辛く 微笑 を湛 へて 恭々 しく その 手 

だけ はとった。 

(僕 は、 第一印象 だけで、 彼女に 深く 想 ひ を かけて し 

まった 自分が 可笑しく、 そして 憂鬱であった。) 

僕 は、 椅子に 腰かけた が 絶対に 言葉が なく、 煙草ば 

かリ 喫して ゐた。 

兄貴と フロラ は 絶え間なく 会話 を 続けて ゐ たが、 不 

図 娘 は 僕 を 意味して、 



「妾の 親愛なる 友よ、 妾 はお 前に 依って 日本語 を 覚え 

たい、 お前の 町の 美し さは 妾が これまで 訪れた 国々 の 

うちで 」 

と 切りに 話しかけ たが、 僕 は 一向に 答へ る 様子 もな 

いので 再び 兄貴に 向って、 

「彼 は 英語 は 話せな いのかしら？」 と たづね た。 

「実用 会話 だけが 特に 不得意ら しい ご 

「まあ、 気の毒な。 この 先、 妾と 交際したならば、 で 

は、 随分 彼 は 有益で あらう ご 

「非常に/ \。」 

と 兄貴 は 云 ふと 同時に、 最も はやい 日本語で 僕に、 



「何とか 云へ よご と 一 矢 を 放った。 

僕 は、 眼と 首 を 横に 振った。 兄貴 は 僕に だけ 通じる 

程度で、 舌 を 打ち、 そして フロラとの 会話 を 続けて ゐ 

た。 

僕 は 腕 を 組んで 達磨の やうな 眼 をして ゐ るよ リ 他に 

術が なくなって ゐた。 そして、 二人の 会話 を 聞いて ゐ 

る やうな 顔 はして ゐ たが、 何も 解らず、 た、 V 時々 フロ 

ラの 横顔 を 盗み見る だけであった。 

考 へて 見る と、 僕 はこの 部屋に 現れて 以来 一言の 声 

すら 発して ゐな いの だ。 さう 思 ふと 僕 は、 そんな 自分 

の 存在が 自分ながら 不気味で、 そして 癇癩が 起った。 



…… と 云 ふて、 急に この 木 兎の やうな 男が ベラく 

と 喋 舌り 出したら 随分 変な もの だら う、 あ、 何う した 

ら 好いだら う …… 。 

僕 は、 六ッ かしい 顔 をして、 秘かに そんな 愚かな 溜 

息 を 吐き、 もういよ/ \ 凝ッ として は 居られ なくなつ 

たので、 そっと ごまかす やうに して 椅子 を 離れて 逃げ 

出さう とした 時 不図 熱い 耳に 兄貴の 一 言が 聞え た。 

「彼 は FOOLISH —— なんだ よ。 そして 時々 病の 発 

作が 起る らしい ご 

「お \ さう。 FOOLISH …… 」 

フロラ は 白い 表情で、 平然と 点頭いて ゐた。 その 声 
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